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1．　はじめに
　昭和55年5月に発表された中小企業政策審議会の意見具申・r1980年代の中小
企業のあり方と中小企業政策の方向について」胆ヨは，申小企業をrわが国経済
杜会の前近代的体質に依存した衰退の運命にある存在」としてではなくr近代
的な性格を備えて合理的，積極的に発展してきた，また発展していきうる企業
活動の分野」として捉えたという意味で，それまでの中小企業の位置づけの変
化を典型的に示したものであった。121これを契機に80年代の中小企業政策は，
r活力ある多数」としての申小企業に自助努カによる発展を期待する傾向を強
めていくことになるo健；
　また，中小機械工業の分野では，昭和50年代後半から活発化Lたわが国機械
工業のコそソノレー洲たる裁南地域機城工業の実態調査㈲などにより，幅広い
生産ネットワークを前提に，高度に専門化して精密加工や試作などを行う中小
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企業群や，自杜製晶開発を行って中堅企業に成長していく企業群たどの実態が
解明されてきた。
　これらの研究成果の影響もあって，近年の中小企業白書では，自杜製品開発，
先端技術導入親企案多角化，新分野遷出，一異葉種交流，融合化などの自助努
力が中小企業の基本的課題とLて指摘されている；これらは基本的に納得でき
るものであり，r活力ある」企業の多くはこのようなことを実践していること
も事実であ’る。Lかしたがら，「多数」の中小機械工業を視野に入れた政策を
考えていく場合，このような方向性を強調するだけでは不十分な側面も多い。
　周知のように，機械工業において生産される最終製品は部品の集合体であ
る。中小機械工業で生産されるものには，自杜開発や奏託生産による最終製品
もあるが，多くの場合は都品で、しかもそ衡一都であることが通常である。す
なわち，生産工程の一部（＝加工機能）を下請として担当しているケースが大
部分である。これらの加工機能には鋳造，鍛造，プレス，板金，切削，プラス
チック成形，熱処理，メッキ，組立などがある。屹〕多くの中小企業は，これら
加工機能のどれかを保有L，これをコア技術（＝その企業の依りどころとなる
中核技術）にLて事業を開始・展開していくのである。
　問題は，r出発点のコァ技術が何であったか」といケことがその企業のその
後の展開方向や発展性をかなり規定する側面がある；ということであ、る。寸な
わち，コア技術自体の内容の差異によ努，各企業の展開方向・発展性に駿行性
が存在すると考えら牝る。その企業の持つコァ技術によっては，機械工業生産
にとって不可欠なものでも，技術高度化が図り百こく．く，新分野進出や自社襲品
開発などによる発展が難しい分野があるの勲茎ないだろうか。　一
　そこで，本論文では，東京の埋立地にある鉄工団地に着目し，各企業の創業
から団地への入盾，さらに今日に至るまでの事業展開の状況等を時系列的に分
析し，同じ埋立地工業団地という立地環境の中で1ト20年操業してきた各企業
において，一その展開方向や発展の度合にどのよ’うた相違があるかを見てい奉o
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そして，．うデ技術たる加工機能の相違が各企桑の裏開方向・発展性に破行性を
もたらす可能性について分櫛したい。ω
洋（1）中小企業庁紛『中小企芙の再発見一80年代中小企業ピジョソJ昭和55年。
　（2）このとジョソの楽観性讐に対する批判としては・瀧澤菊太郎「目本の中小企業は
　　バラ色か一80年代中小企業1ピジョ・ソわ」つの間題点」『商工金融』第30巻12号・昭
　　和5睾年，などカミある。
　（3）中ボ企業が「活力ある多数」として生きる道を展塑した主要卒猷としては・中村
　　秀一郎『中小企桑一箪新的企業家繕抽の担い手一』昭和52年，が挙げられる。
　（4）機械工率には生崖品目11ま違って辛菜通の生産工程が多い。例えぼ，鋳造，鍛造，
　　ブラスチック成形，切削カロエ，研削加工，ブレス加工，表面処理等である。これら
　　の各・工程を受け持つ企業の集積は機1械工業を支える基盤という意味でコそソルーツ
　　と言われる。この点については竹内淳彦「京浜における機械工業の底辺構造」『人
　　文地理』244〕．隅和47隼、PP．ω4－422，および『目本の機械工業』昭和48年・を
　　参照。
　（5）その代表的液ものと一しては，閤満博・加撃秀嬢『現代貝本の中小機械コ〔業一ナシ
　　ョナルテクノポリスの形成』平成2年，渡辺幸男「城東・城南の機械金属工業」佐
　　藤芳雄編薯『巨大都市め零細工業』昭和56隼，同r東京城南地域機械工榮集積の動
　　．向」　『商工金融』昭和63年度第3号，が挙げられるb
　（6）下請中小企業は，r部品，カロコ〔，組立の…≡つに類梨されるようたかたちで特定の
　　分野に特化して｛・る」，という提え方もあるが（渡辺幸男r目本機械工業の下請生
　　産システム」『商工金融』35巻2号ゴ昭和60年，p．13），ζこでは生産工程の一部
　　という意味で加工機能という月揺を用いたため，組立も加工機能の一つとして捉え
　　た。
　（7）機械金属工榮分析の視角とLて加工機能という側面を重視することを指摘してい
　　る文献としては，関・加藤，前掲書（PP107－112）が挙げられる。
2、事例研究の対象
　東京都大田区の埋立地がある昭和島，京浜島，および城南島にはそれぞれ工
業団地が開発され，区内の工業地帯と合わせて中小機械工業の一大集積を形成
しているごとは周知のとおりである。本論文の対象事例とLたのは，このうち
最も早い時期に工業団地として開発された昭和島の羽田鉄工団地（協）である。
　昭和14年，東京および横浜両港を連絡する京浜運河の建設が行われ，残土に
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よる抄州がおよそ300坪程度できたという。ωこれを原型に昭和36年，東京湾
埋立事業の一環として昭和島の造成が開姶され，42年にその完了をみる。
　この時代はわが国経済が著しい発展を遂げていた時代であり，他方で大都市
の工場による公害間題も次第に顕在化しつつあった。中でも住工混在地域に存
在する鍛逢業やプレス業はその騒音・振動により操業継続に赤信号がともりつ
つあった。このような状況を受けて，昭和41年秋，東京都港湾局，首都整備局，
公害防止事業団の芙催により昭和島に公害防止のための工場団地を作る計画が
明らかにされた。一2］そして42年には移転企業46杜により羽田鉄工団地協同組合
が結成さ飢，46年11月組合員55杜全員の移転完了によって工業団地開発は完成
Lた。
　当時の業種は鍛造26杜，鋳造1杜，プレス・板金23杜，その他5杜という構
即そ峨・割が犬甲区内奉らの移転であ州到その後・・年が経過する中℃
組合員のいくつかは入れ替わり，平成元年9月1日現在で，合計53杜，うち鍛
造24杜（ネジ・ボルト製造の2杜を含む），プレス・板金16杜，その他13杜と
なっている。団地用地面積は，第一地区（31杜）8万6千340平米，第二地区
（22杜）5万9千678平米，組合事務局および共同受電所9千10平米，合計15
万5千29平米である。一4一
　また，近年は，昭和60年2月から東京モノレールの昭和島駅が設置されたこ
と，および東京湾を焦点とするウォータフロソト計画の進展などにより，当工
場団地の土地利用間題（工業専用地域から準工業地域への変更など）が注目さ
れている。
　そこで，本論文では，羽田鉄工団地という同じ環境の中で，Lかもきわめて
重装備の設傭機械を使って，事業を展開しながらも，その展開方向と発展性に
薯しい差異を見せている鍛造業とプレス・板金業を事例研究の対象とし，鍛造
業5杜，プレス・板金業4杜を選定した。値］
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　　　　　　　　　　東京埋立地士業団一地の1中小機械工業　　　　　　　　　23
注（1）　r読売新聞夕刊』平成元年玉月9目号。
　（2）長谷部好伸「東京港の埋立地に集団移転してみて」『港湾』東哀郡港湾局，昭和
　48年9月。
　（3）長谷部，前掲論文参照。
　←）二現況については組合資秤を参照した。
■（5）同団地へのヒアリング調査は平成元年10月～12’月にかげて行った。
3．分析の視角一重装傭型企業のコア技術一
　3－1　コア技術進化の道筋
　羽田鉄工団地（協）’のような重装傭の設備機械を駆使する機械工業の場合，
そのコア技術は鍛造，鋳造，熱処理，メッキ，切削，プレス・板金などの加工
機能であることが多い。そして各企業はこのコア技術を進化させることによ
り，ω日進月歩の技術革新と激化する国際競争の中で，その活力を緯持Lてい
く。＝2〕
　このようなコア技術たるカロエ機能の進化の遣筋は，基本的に・r加工機能の
拡大」と「加工機能の深化」に大別される6「加工機能の拡犬」一とは，従来コ
ア技術となっていた加工機能て例えぱ切削）の他に，別の加工機能（例えぱ・
プレス，組立）を身につげていくことセ事業め活カを保持していくことであ
る。ここでは，開発設計技術も保有しセ自杜製品開発型企業への遣を歩む場合
もある。他方，「加工機能の深化」とは，従来コアとなって㌔・た加工機能を一
層深めていくことで事業の活カを保持していくことである。これには，熟練機
能の追求による場合，高度設傭とりわけN　C機器の導入により行なわれる場合，
およびその双方を含む場合とがある。
　それでは，このコア技術6進化を促す要因は何であろうか。基本的な健進要
因としてはr取引先の変化」机・しrユーザニーズの変化」が挙げられる（マ
クロ的にはr産業構造変｛いの対応」とみることもできる）。一般に，新たな
得意先ないし仕事を確保するためには，従来とは異なる技術・加工内容を身に
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つげたげれぱならないことが多く，これがその企業のコア技術を進化させる。
親企業およびその仕事内容が固定化した地域の企業の活力不足は企業城下町で
しぱしぱ見られる。
　このようなコア技術進化を寒現レていく手段とLてはr生産設備の嵩度化」
が近年ますます重要たものとなってきている。例えぱ，従来のように熟練技術
に頼ら次くても，切削，プレス，プラスチック成形などの分野ではN　C技術な
どを応用した高度機械設備がつぎつぎと開発されセいる。このような高度機械
設備は技術自体が設備に体化されている部分が大きいため，その導入によケコ
ア技術を進化さ茸，しか竜それを杜内に伝播・伝承させていくことが熟練を伝
えることよりも比較的容易である，というメリヅトを持っている。ただし・最
近の金型業界危どに見られるように，r生産設備の高度化」は技術の平準化を
もだら■し；且単たる設備導入だけではなかなか競争優位にたてないという側面も
持っている。
　また，．高度設傭の導入とともに，生産拠点の移動も重要な手段となる。特に・
都市部において加工機能を拡大する方向でコア技術を進化させている企案は，。
ある段階から人員および工場面積の不足に直面する。㌔しかしながら，現在飽で
規模を拡大すること惇地価，法規制，・労働力などの面で困難が多くジ地方さら
にほ海外などに分工場を建設したり，場合によっては全面酬こ移転する，とい
う間題が必然的に出てくる。
注（1）申介機械工業，とりわけ下請企業の場合，その技術進歩はいわゆる先端技術の甲
　　発・導入というよりぽ，従来技術の漸進的な向上というかたちで現出する側繭が強
　　い。例えば，N　C機械を導入したとLてもその企業の生産撞術カ…いきなり進歩する
　　わげではない。これを使いこなしていくうちに次第に技術が向上していくのであ
　　る。また，こめコア技術が時系列的に変化Lていくことビより，その企業の収益性・
　　生産体制，1頚模などの態様が変容していくことが多い。このようなことを含意さぜ
　　るために，ここではrコア技術の進化」という、凪語を戸いた。　　　　　　、
　（2ジとりわげ中小企業においては，必ずLも従奏員規模や売上高を拡犬するだけが発
　　展の靖標ではない場合が多い。観模拡大はしなくても利益率を維持ないし上昇させ
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ていく亡とがその指標となることも多い。ここではそのような総合的な意味での発
農を表す言葉としてr活カ」という用語を用いた。
　3－2重装傭型企業のロア技術進化の肢行性．
　中小機械工業の活力を以上のようなコア技術ρ視角から分析すると，事例研
究の対象とした羽田鉄工団地（協）■の重装備型企業の特質は以下のよう恒考え
られる。まず，当団地企業のコア技術としては，鍛造（型打恰鍛造，、自由鍛
造），熟処理，・プレス，板金，切削などが挙げられる。その寒通点は設備が重
装備で，騒音などの公害問題が発生しやすい，ということである。、
　Lかしながら、公害問題を主たる理由としてこの団地に集まってきたこれら
企業の今日までの事業展開を分折するとそこに大きな差異のあることに気が付
く。すなわち，当団地に来て事業規模を積極的に拡大させた企業，規模を一定
に付加価値を上げている企業，地方への工場全面移転を真剣に考えている企業，
縮小均衝的な方向にある企業などさまざまである。．
　このような差異を生じさせた要因もまた多様である。とりわけ経営老の姿勢，
資質が犬きく’影響Lている亡とは否定できない。しかし次がら，各企業のコア
技御特性の相違がその蓬化の駿行性を規定し，各企業の事業展鹿の葦異去もた
らした，jという側面もかなり強いと思われる。
例えぱ，鍛造琴の場合・極め千重装括の機械と熟練工とがワンセヅ／となっ
てコア技術を形成しているコ（自由鍛造の場合，熟練工のウェイトが一層高くな
ろう）。そこでは，カロエ内容や取引先のタイプを犬幅に変更すること舛難しい。
ポルトならボルト，車爾部品なら車両部品，プラソト部品ならプラソト部品と
いう具合に（ある程度の幅はあるが）固定化される煩向が強い。この場合，コ
ア技術を進化させるには，設備や熟練技能の内容とワーク（＝加工対象物）の
大きさや生産ロヅトをある程度固定して，加工機能を深化させていく以外にあ
まり選択肢はない。加工機能を拡犬させるにしても次工程の切削・研磨を少し
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やる程度しかない。Lかも，N　C技術などによる設備の倉動化が困難なため・
熟練によるコア技術進化が通常である。
　他方ブレス・板金業の場合，コア技術は設備機械にかなり体化されており，
しかも，この機械がN　C化などにより年々進化し熟練技能を代替する傾向があ
る。その上，プレス・板金部品はあらゆる機械製品の中に組み込まれており・
特定部品の加工から他への転換が容易なものも多い。ほ〕このため，産業構造の
変化に対応して敢引先（ないしカロエ内容）を変化させてコア技術を進化させて
いくことが可能となる。さらに，プレス・板金加工からその中身の組み込みま
でも担当するユニット都品生産へ展開し，さらには製品開発にまで進む，とい
った加工機能拡大の方向も展望できる。
　このような鍛造とプレス・板金とのコア技術特性の相違が，出発点は同じ公
害型の重装備型企業でも、それぞれの企業のコア技術進化の道筋を規定し事
業展開の方向や発展度合を規定Lていった，という側面が強いのではないかと
考えられる。以下では，このような視角から事例研究を行う。
注（1）これと似たような指摘は，渡辺幸男「目本機械工業の杜会的分業構造（上）」『三
　　囲掌会誌』82巻3号（レ54）でもなされている。すなわち，rカロエに特化した下請
　　刺・企業は，特化した専門カロエを利周する完成部品，完成機械あるいは機械以外の
　　製晶をも含めて，そのカロエを剰用する企業から受注をしているし，また現時点で受
　　注していなくとも受注可能であるといえる。」と述べ・その注記で・金属プ㌣子カロ
　　エの零細経営の場合を挙げ，「ブレスカロエに専門化した下講企業務の存在と，それ
　　らが受注する製晶の種類が，個別企業別に見ても非常に幅広いものである可能性を
　　うかがいLることができる。」としている。ただし，加工に特化したといっても，
　　加工機能の内容次第で（例えぽプレスや切削加工と鋳鍛造とでは）受注の幅広さや
　　事業展開の多様性には大きた差異が出て来るのではないかと考えられる。
4．事例研究
’4－1プレス・板金業の事業展開
住工混在地区において公害問題に悩み，当団地に移転して騒音・振動を気に
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せずに操業が鵠来るようになり，業績が向上し，さらにこの場所を拠点に企業
規模を拡大していった企業群がある。その多くはプレス・板金を元来のコア技
術とする企業で，次第にユニヅト組立もやり，製品開発も行うというかたちで
加工機能を拡大させて企業の活力を高めている。加工機能拡大の方向に進むこ
とにより，一ある時点から工場スベースが不足し始め，団地内で敷地を買い増し
たり，地方に分工場を持つよ列こなったりしている（ただし，鍛造業に比べる
と廃業するところも多く，競争の激しい分野とも言える。）。
　（1）量産プレス・ユニット部品による事業の急拡大一MD製作所一
　当地区に移転することにより企業規模を急遠に拡大Lてきた典型例としては
MD製作所が挙げられる。同杜の規模は移転直前（昭和43年）で従業員数80名，
売上高3慮5千万円であったが，現在は510名，110億円になり当団地でも最
大規模の一つとなっている。量産型プレス都品の分野に展開したため事業拡大
も急で，積極的に地方分工場展開し，米国へも進出することになる。
　同杜は深川（現在の江東区森下町）で鍛造業として明治35年に創業され，だ
るま船の船釘などを作っていた。その後昭和に入ってから深川にあった宮田自
転章（その後大田区へ移転）の自転車部品（ブレーキまわり）の製造を始め，
この頃からプレス業に変わっていった。戦後は自転車，さらに本田，川崎，目
黒，関東オートバイなどのオートバイのプレス部品の量産をするようになる。
その後白木金属からトヨタの初代クラウソの外観プレス都品を受注し自動車部
品へと展開する。
　移転直前は森下町には本社工場（150坪）と第二工場があり，主要受注先は
本田（1次下請），日産，トヨタ（共に2次下請）などであった。売上高比率
は自動車60％（本田30％，臼産が30％近く），その他40％であった。
　工場を当地に移転した理由ぱ，プレス仕婁で振動と音がうるさいため，新住
民からの苦情が高まったからである。受注先との関係で夜も作業せざるを得ず，
苦憶により杜員が萎縮していたところに移転の話が来た。現杜長（当時35歳）
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が建設委員長になって，昭和μ年5月に工場移転をした。跡地は現在，1・本杜と
男子寮および女子寮にたっている。
　移転により，騒音・振動を気に甘ずのびのびと仕事が出来，生産計画を自由
に立てられるようになり，売上高はその後3年ごとに倍になって，昭和49年に
は10億円，」従業員数130名ほどになった。企業規模拡大とともに，人手不足と
スベース不足になり1昭和49年に山形工場を建設する。季節工をこζから雇っ
ていた関係上，同地を選んだ。敷地面積は当時3千坪，現在1万6千坪，さら
に最近2万’3千坪買い増している。皿
　さらにエ昭和58年4月，隣にTプレス技術セソターという別会杜を作り，こ
こを金型プレスの研究部門にし，杜員を70名出向させた。現在，同杜の生産
設備（改良ロボット・治具など）はここで作っており，工機部門的役割を担っ
てい孔山形工場の買い増し部分はここで開発・設計した生産設備のハード部
分を作る工場にする予定である。　・　　　」
’また，’58年n月には千葉の大多喜町（茂原の近く）に工場を建設する。敷地
面積2万坪1工場面積3千坪である。羽田の仕事をここに移し，羽田では研究
開発のウェイトを高めた。プレス仕事の省力化を進めるためにはマテハソや口■
ボヅトなどの付帯設備が必要にな匂，どうしても所要スペースが拡大してしま
うため，より多くのスペースが確保できる千葉に工場を建設Lたのである。千
葉工場でば金型・プレス・溶接1塗装を行っている。昭和61年には栃木県芳賀
町に営業所を作り平成元年にこれを併合して栃木開発セソターを新設する。こ
れは本田の研究所（栃木県高根沢町）とCAD■CAMで直結させた部晶め設
計部門である。
　昭和61牢には米国オハイオ州コロンバスにも工場を建設した。6年前から本
格的にフィージピリティ・スタディを行い，千葉工場も米国を想定したモデル
エ場としてロケーションなどを選んだ。現在，150名強の従業員がおり，日本
人は10名ほどである。ハンドブレーキ，リトラクタブルライトなどの機能部晶
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をデ貫生産（モFタは千葉工揚から送る）じており，100％本田（オベイオ］二
場とカナダ］二場）に納入Lているポここは三年で累損を｝掃Lた。生産設備は
Tプレメ技術セソターから送っている。’
　現在，従業員数は羽田工場170名，山形工場140名，千葉工場200名，総勢
51σ名である。・平均年齢は30歳と同団地の申では比較的若いる、羽田は考える工
場，一千葉は将来につながる最新鋭工場，山形は原価低減一辺倒の高収益工場，
米禺工場は白本をサポートする前線基地，栃木は研究開発一辺倒，と位置づげ
ている。このような工場立地展開も羽田という拠点がなげれぱ不可能であった
と言えよう。
　売上高の93％が本田の仕事で，．’同杜の全工場に納入している。奉田のウェイ
：トを高め始めたのは昭和48年頃からで，仕事が減少していた時代に生き残りを
賭げてここに集約した。現在は，付加価値に占めるブレス仕事の割合は30劣し
かなく，プラスチヅク成形や部品組立も行う部品メーカ，というのが実態であ
ろう。、外注比率は10％と低く，熱処理，メッキなどが主体で，糀谷近辺と川越
延出している。
　こ一のように同杜は，自由な工業環境が確保された羽田鉄エ団地を拠点に，加
工機能をプレスからプラスチザク成形，機能部品組立に拡犬し，企業規模を大
き一ぐすることにより成長してきた。その過程で次々と華ヵ工場を作ってきたの
である。一多様な展開が可能なダレス技術をコアとしていたこと，量産型の自動
車産業を主要取引先にしたことなどがこのような展開方向を規定していると考
えられる。
（2）’板金業の特性と多様な事業展開一I　M製作所一
板金部赫は極めて多様な製品に使われて挙り，．技術の応用範囲が広い。しか
も中身の組み込み・開発にも進出することが可能である。すなわち，経営スタ
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ツ7の質資次第で産業構造変化に積極対応して事業を拡犬的に展開することが
可能な領域である。鍛造業主体の当団地においては，積極的な製品開発と多数
の地方分工場展開という異質の事業戦略を取っているI　M製作所の背景にはこ
のような板金業の特性がある。■
　同杜は，昭和23年，現杜長（55歳）の父により，電気関係および製パソ関係
部品の板金加工の工場とLて東蒲田にて創業されれ電気のスイッチポックス
や製パソ用ミキサーの鍋などの2次・3次下請から始め，その後東芝（2次下
誇），目本オーチスエレベータ（3次下請）などの仕事もやるよラになる。昭
和30年，前杜長が倒れて現杜長主体の体制になった頃から，東芝および日本ゴ
ーチスと直接敢引をするようにたり仕事量が拡大する。
■昭和31年，公害とスベース不足により，川崎工場を建設し，製罐・板金部門
を移設する。きらに45年，当団地に工場（羽田第一工場，敷地2千230平米）
を建設して製罐・板金部門をここに移す。51年には成田工場（1万324平米），
58年には羽田第二工場（1千677平米）を建設する。次いで62年，白河工場
（1万5千508平米）を建設，千葉の新工場もほどなく完成する。、ここは敷地
3万3千平米で，24時間稼働のFMSを設置L，主力量産工場となる予定であ
る。このように同杜は地方への分工場展開に極めて熱心であるが・その背景に
は以下のよう淀積極的な新事業開発戦略がある。
　同杜は，従来，板金業とLてスタートしパーツ類を生産してきたが，昭和49
年頃からユニヅトの受注が増加L，設計も行うようになった。また，又トレヅ
チフォーミソグマシソなど特殊設傭機械を導入して特殊曲げ加工を行うなど板
金技術の深化にも努めている。さらに，昭和58年前後から技術部を作り，製品
開発の方向に進む。その後，三井物産と提携しオゾソ発生装置を開発新技術
開発事業団と技術加工契約を結び空気清浄化装置を開発，さらにプール床エレ
ベータシステムを開発Lている。現在，自杜製品は売上の8％ほどを占めてい
る。将来的にはこれを20％まで引き上げようとしている。
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　製品開発に必要な人材ぽスカウトしセきた。開発技術者は20名。開発アイデ
∴アは外部の力を活用している。例えぱ，オゾン発生装置は阪犬出の研究考が
三井物産に持ち込んだもので，三井物産の人が同杜の顧問だった関係か’ら同杜
に話が来た。空気清浄化装置は事業団の斡旋事業で早大理工学都出の研究者を
紹介してもらった。＾プール床エレベータシステムは，その発明者が部品都分の
製造を依頼に来たことから，共同で開発することになった。
　工場毎に別のものを生産しており，羽田第一工場はエレベータなどの装置も
のめ設計・板金・製罐・組立，第二工場は機械加工，プレス加工，特殊曲げ加
工，白河工場は防衛庁の機銃弾部品などの加工，川崎工場はオゾン発生装置，
脱塩装置，プール床上下装置などの自杜製品生産，成田工場はエレベータの出
入口関係のユニッ，ト生産（売上の40劣を占める）という配置になっている。
　■このような積極的事業拡大を図ってきた同杜の最犬の問題は人手不足であ
る。現在，一従業員数は220名だが，近年採用は難しくなってきている。5年前
までは毎年高卒を2桁採っていたが，今は全工場で10人に満たない。羽田の工
場には来春は2人しか来ない。仕事量は豊富だがやる人がいないというのが現
状である。千葉でも人の採用はかなり難Lく，FA化を進める以外にない。こ
のような状況から将来的には羽田で生産活動をつづげることは難しいと考えて
いる。
　以上のように，同杜の事業展開は後述する当団地の鍛造業とは大きく異なっ
そいる。板盗業は鍛造と違って技術の応用範囲が広く，板金部晶を使用する製
品は極めて多様な分野に渡っている。しかも技術カ次第では外側の板金部分か
ら中身の製造にまで進んで製昂開発ヒ展開するととも可能である。このため当
団地の板金業でも積極的な事業婆勢を持っているところは同杜と似たような事
業展開を行うており，同杜はその先行指標的存在と言える二
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　（3）都市型の板金・ユニグト組立分野での拡大一TY工業†
　TY工業も当団地内に移転し，敷地面積の拡夫と工業環境の確保を実現でき，
技術的には板金へ展開したことにより，企業規模を拡大出来た好例である。従
業員数は移転時の15名から50名に拡大している。ただし，同杜の場合は，量産
プレス部品の分野を避け，都市型の多品種小量タイプの板金加工とそのユニヅ
ト組立の分野に進んだため，絶対値としての従業員規模はそれほど大きくな
い。また，平均年齢が29歳と若いことも注目される。
　同社は昭和25年に新蒲田で創業された。当初はプレス主体で，宮田製作所の
自転車・オートバイ部品などの細かい賃加工のプレス仕事などをやっていた。
昭和30年頃までは周囲に何もなかったが，その後続々と宅地化し，公害問題が
発生した。都の指導を受げ，残業時間や休日作業を減らLたり，防音壁を作っ
たりしたが，昭和44年に当団地第一地区に移転した。新蒲田の敷地は9p坪で，
その1．5、傍ということで150坪の土地を確保Lた。当時の、人員規模は工5～20
名6跡地は本杜事務所となっている。
　移転時まで取引先は宮田と冒本オーチネの2杜だけであったが，移転後はス
チール家具の共栄工業（本杜犬森，工場は平塚）のプレス部品も手掛けるよう
になる。この仕事は曲げものが多く昭和50年頃から板金もやるように底った。
ちょうどオイルショックの後で，少品種大量型のプレス仕事が減少Lており，
多品種小量タイプの板金仕事のウェイトが高まった。ロットは少ないもので5
～10個，多くても100個くらいである。・
　板金仕事が拡犬し工場が狭くなったので，昭和59年に団地内g第；窄区に移
転する。倒産した板金工場跡で，敷地面積260坪。さらに昭和62年に隣の廃業
した板金工場250坪も買収して現在510坪となって三いる。
　第二地区に来てから従業員数が拡犬し，翼在50名いる（現場は側名）。7千
万円の設傭投資を行ったNCTパソチソグラインに2名つき，夜惇無人で単時
間稼働Lている。ここには12トソのストッカーをおいて，二つのFMSセルが
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穣築されている。ベソダーラインには4名，溶接回ボヅトなどを設備した溶接
コ；程には7名ピブレスラインには6名，組立工程には20名（女子）、いる。平均
年齢は29歳と若い。学卒も3～4年前から来始めた。．
　従来は共栄や日本オーチスの単品板金加工が主体だったが，賃加工から脱皮
して都晶メーカ百こなろうとして，3年ほど前から電気部品・ワイヤハーネスの
組み込みやテストも含むユ手ヅト都品組立をやるようになった。都品の基本設
計惇揮会杜がやるが1ユニット都品までやらないと杜内でVA・VEが出来な
い。部品の機能が分からないと開発力がつかない，と考えてここに展開Lた。一
現在，ユレベータのロック装置，着床のためのリミットスイヅチなどをやって
いる。これにより，組立工程を中心に人員が増大した。
　売上高は8億4千万円、このうち共栄が50払三．目卒オーチス苧｛O劣を占串
る。共栄の仕事もプレス，ベンダーに加えてある程度のアッセンブリーも行っ
ている。売上は年々増加しており，62年4脇増エ63年20劣増，平成元年20劣増
目標となっている。
　ユニヅト部品をやりだしてから，外注先や購入都昂も増夫した。外注比率は
1g劣でパ切削2杜（沼津，大田区），プレスー3杜（12ミ。リの肉厚もの，大田区）
メッキ2杜（京深島）・塗装2社（川へ伊勢厚）・プラスチヅク成形2杜（川
口，平塚），鋳物1杜（川口）と．なっている。また金型も全面外注である一。購
入部品の割合は23％・材料費も畠杜持ちである。
　同杜では，事業は拡大しているカミ，これ以上この場所で土地を買って拡張し
ても採算が取れないと考え，平成元年度中に地方（福島，宮裁底ど）に工場用
地を見っけたいとしている。」場所的には大手工場のいない工場団地を狙ってい
る。坪2万円くらいで1万坪を考え，土地，建物，設備で5億円ほどの投資を
する予定である百地方工場では初めのうちは20～30名で操業し，最終的には百
名規模にL，完成部晶の一貫生産をやる。
　ただし，地方分工場展開はしても当団地での操業も維持す飢仕事内蓉がユ
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レベータという建築がらみのものなので，ユ」ザ近接という意味で，ここめメ
リットは大きい。この業界はここ12ぺ3年に年率20％で伸びセおり，これに合
わせた供給体制を作るための地方展開である。
　同杜の場合，当団地に来て事業を拡大できた典型例と言えよう。敷地面積を
拡大出来たこと，および受注内容を小ロットものの板金加工に転換Lきらに三
ニット部品加工まで展開Lたこ左がその成功要因であろう。コア技術をこのよ
うに進化させることができたのは，昭和40年代から経営を任されてきた専務
（杜長の長男，48歳）および常務（次男）がともに工学部機械科の出であらた
ことが大きいと思われる。また，人手不足をFMSセルの導入により克服して
いるのも高度設傭による省力化が可能なプレス・板金業ならではと言えよう。
　（4）都市型プレス業の成長一A　I製作所一
　都市部にとどまってプレス業を行う場合，その基本的展開方向は，先に挙げ
たMD製作所のような量産プレス部品分野ではなく，成長性の高い事務用機器，
電子機器，精密機器など多品種申・小量タイプ部品の分野である。A　I製作所
も高度設備を導入して0A機器都品の精密ブレスを行うとともに，ユニヅト組
立にも進出Lて事業を拡犬している。た走L加工機能拡大による人手と拡張ス
ベースの不足により現在地での生産活動継続に疑間を持ち，都市周辺部に工場
を物色中である。
　同社は職人あがりの先代が戦前に創業し六郷に工場があった。この工場は
戦災で廃失L，戦後は東糀谷の貸工場（20ん30坪）で電気コソロや空気入れな
どのプレス加工から製品づくケまでを行っていた。昭和24年，西糀谷に移転し
自杜工場を構え，プレス主体となった。30年代半ぱまでは双眼鏡のプレス部品
が中心であった。その後ソニー（厚木）の電気部品や武藤工案の製図機部品な
どのプレス加工を行うようにたる。昭和47年にば上尾市に分工場を建設する
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（ここは，現在，別会杜にLて光学関係の仕事を行っている。従業員規模は8
名）。
　昭和52年，昭和島に工場を建設し，主力工場をここに移転する。移転前，西
糀谷には第1工場（20坪），第2工場（52坪，借地），第3工場（30坪）があっ
たが，隣にアバートができて公害間題となった。規制値の65フォンがクリア出
来なかったので，主力工場を当団地に移転させることにLね，当団地内の板金
業が倒産したので，その賛権債務を引き継ぐかたちで，400坪を購入した。移
転時の従業員数は45～6名であった。跡地は本社，一部組立工場，および倉庫
サこ使っている。
　現在，仕事内容はより精度の高いプレス加エヘ移行するとともに，機能部品
（ギアや軸のユニット）の組立まで行うようになっている。メインはリコーの
事務機部品（ファクシミリ，複写機，プリンターなど）で，売上の70％を占め
ている。リコーとは55年頃からの取引である。工場は厚木，御殿場，草加（リ
コー光機）な・ど。残りの30劣は武藤工業などである。63年まで6年ほど自動車
のキャブレター部分の仕事をアヅセソブリーまでやっていたが，自動章業界の
コストダウソ競争の激しさに耐えられずやめた。従業員数は62名で，羽田に36
名（男子中心），本杜に26名（女子中心）となっている。羽田の現場にはブレ
ス13名，金型5名，加工（組立）11名がいる。
　ブレスの技術は機械に体化されているものが多く，通常の設備機械だけでは
特化でき在い。このため同杜ではオール油庄のファインブラソキングプレスを
導入し，切削カロエと競合できる厚物プレス加士を行っている。このような高度
設備機械を活用して，同杜は特殊な素材や多種小量ものの精密プレス加工を得
意技術としている。
　外注は70件ほどある。ブレス5～6件，表面処理等10～15件，㌔ブラスチヅク
加工その他10件などで，その40劣が犬田区内にある。
　現在，機能部品の加工・組立のたあに地方工場を物色中である。’羽田では設
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計と金型製造をやり，地方工場で機能部品の機械加工と組立を行うつもりであ
る。ここではアッセソブリーに必要な人手が集まらないからである。現在プ千
葉の中央部をあたろている．（男10名，女20名く・らい集まれぱかなりの仕事をこ
なせるそうである）。’
　同杜は高度設備機械の導入により，プレス加工技術を深化させるとともに・
プレス加工→組立というかたちで加工機能を拡犬することにIより成長してきた
企業である。加工機能拡大により事業の活力を維持していくためには，、どう一し
ても規模を拡大Lていかなけれぱならず，人手とスベースの雨面で地方に分工
場を持つ段階に来たと言えよう。
　4－2鍛造業の事業展開
　鍛造業はブレス・板金業以上に住工混在地区で公害間題に悩まされてきた。
当団地に移転Lてこの問題は解決された。Lかしながら，その後の事業展開方
向と今目抱える間題にはプレス・板金業とは異質のものが多く含まれている。
コア技術の特性上，塞本的に加工機能深化の方向にしか進むことが出来ず，事
業展開分野が隈定されており，しかも入が集まらず省力化も困難である，とい
う点がプレス・板金業とは最も異なっている。人手不足はプレス・板金業でも
訴えられていたが，これは事業拡大に伴うものが多い。ζの点拡平均年齢を見
れぱ明」らかで，プレス・板金業の多くは30歳前後であったのに対し・一鍛造拳は
40～50歳台であった。いかに若年層に敬遠される業種であるかは明白であろ．う。
　（1）徹底した加工機能深化（1トNM鉄工所一
　発電、石油化学，高圧ガスなどのプラソトには高度な鍛造部品が使われてい
る。わが国の代表的たプラントメーカ竜このようた部品が作れる鍛造業汰Lに
は存立Lえない。ただし，このような業種はユーザとの近接性が重要となるた
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め，人手を求めて地方に進出するごとば困難であり，また事業拡大を求めて他
分野へ展開することも難い㌔生産場所を圃定し徹底Lて技術を深化させる以
外にあまり選択肢は次いと言えよう。
　NM鉄工所はこのようなプラント蔀晶分野で品質保証までできる高度技術を
保有する有数の鍛造業であるカミ，他方で，平均年齢50歳と高齢化が深刻た問題
となっている。同杜は昭和3年江東区大島で創業され，昭和14年に江戸川区船
堀ζ移転する。型打ち鍛造と自由鍛造の両方をやってきたが，昭和42年から白
由鍛造専業となった。売上高は月1億3千万円ほどである。主要取引先は東芝
京浜事業所，千代田化工建設（川崎），右川島播磨重工（磯子），新潟鉄工所な
どで，仕事の種類は多く、プラント関係の都品がメインである。石油化学や発
電のプラソ1ト部品，例えぱ東芝のダ、ピシ発電機の都品などである。バルブ，
ララソジ，・ノズルなど大きいものが多く，平均2トソ，最大4トンもする6
・製造工程は素材→鍛造→荒削り→熱処理→機械加工，という一貫生産であっ
たが，平成元年10月25日をもって機械加工工程をストップさせた。人手不足と
高齢化による能率ダウソ，仕事が多種多様なたあ機械設備に資金がかかり遇ぎ
ることなどがその理由である。現在，25件の機械工場に外注している。一犬物の
機械加工（2～2．5メートルの旋盤加工）を出来るところは隈られており，東
糀谷や神奈川の金択工業団地などに出している。外注比率は24％，材料費比率
が40劣以内で，一人当りの付カ日価値ば高い。
　同杜の技術の最大の強みは品質保証が出来る点であり，同杜と同じレベルの
保証ができるところは東京にはないそうである。鍛造部品の材料は高級化して
おり，素材の調達カ，鍛造能力，一調質工程，各種試験設備（破壊検査および超
音波探傷装置による非破壌検査など）を傭えているところぱ少ないJ品物一つ
に品質を保証する報告書が3～4通必要になる。通産省が素材から立会い検査
をする高圧ガス関係のプラソト都品の検査を受けられるところは同杜以外には
少ない。’調質の鍵となる熱処理ば江戸川の頃からやっていたが，3年前，1億
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2千万円かけて都市ガスによる新しい炉を3基導入した。
　当団地への移転は建設着工が45年4月，全面操業開始が47年6月であった。
移転前の工場は敷地面積2千100坪であった。当団地の限度は2千坪なので面
積的にば変化がない。移転前の従業員数は70～80名。移転のきっかけは公害問
題と工場レイアウト（運搬機械やフォークリフトを通り易くする）であった。
江戸川区の工場は地盤がヘドロでその上に浮いているようなものだったため，
振動が遠くに伝わり，苦膚も多く，昭和30年代から公害問題で杜長の顔写真入
りで新聞報道される有様であった。
　同杜ρ最大の間題は高齢化である。移転後，従業員数は自然減の方向をたど
り現在ば40名。そのうち襲造部18名（鍛造13名），品質保証部5名，営業7名
などとなっている。現場の平均年齢は50歳ほどである。若い人で鍛造をやろう
という人は皆無である。地方からの採用も以前は福島などから採れたが，現在
は来ない。また，多種小量，大物，品質管理，オーダーメイドなどの点からユ
ーザとの近接性が非常に重要であるので工場の地方移転は不可能に近い。この
ため，将来的には商売の形態を変えて鍛造をやらずに品質管理だげでやってい
くことも考えている。
　同杜は技術的に極めて高度た企業で，後継者もおり（子息が2人，40歳と38
歳），経営面でも活力があるが，コア技術の特性上この場所で技術を深化させ
ていく以外に取るべき道は少な㌧㌦その場合，人の採用が最大の難関とな乱
同杜の持つ高度た鍛造技術の承継が極めて困難になってきているのである。自
由鍛造専業でこのような高度技術を持っているところは少たく，プラントメー
カにとってもその支持基盤に関わる深刻な問題となろう。
（2）・徹底した加工機能深化（2）一MT鉄エ所一
MT鉄工所も当団地に生産場所を固定L，加工機能を深化させる方向で事業
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の活力を維持している。’同杜は大正7年，淀橋で創業され，鉄遣信号保安装置
の鍛造品の製造を行う。昭和10年に犬田区萩中に移転，12年には機械工場も持
ち’18年に軍指定工場とな？て兵器部品を製造Lていた。昭和20年，戦災のた
め工場閉鎖するが，同年9月’，北糀谷の鍛造工場を買収し信号保安装置鍛造品
の製造を再開する。32年には萩中工場を再開し，章両部門と信号部門を分離す
る二。さらに昭和45年∴公害防止と受注増加に対応するため羽田鉄工団地に全面
移転した。移転前の敷地面積は2千739平米，現在は4千383平米ある。跡地
は本杜および杜宅として活用している。
　同杜はもともとは鉄遣のポィソトなどの自由鍛造から出発したため，型鍛造
に転向Lてからもこの技術を転用して独自の技術を作り上げている点に強みが
ある。ポイントのリソク部分などの製造に関しては同杜でなげれぱ出来ない技
術があり，各信号メーカは同杜に仕事を集約させる傾向にある。ただし，J　R
g購軍は波亭ミ大きく，これ苧途切れた時期に自動章業界へも参入Lた。高級車
化による二一ズ塔木で，いす∫や；菱自動車の†スペンションのリソケージや
スタビライザーなどの鍛造部品を作っている。素材を選ぱずどのような鏑種の
鍛造も行えるという強みがこのよう李展開を可能にしていると｝・えよ㌔
　売上高は1O数億円，その30％が日本発条で，バネ鋼の型打ち鍛造によりシピ
ック用のサスベンシ螢ソなどを製華しでいる。鉄道関係は信号と率踊で15劣を
占める（川崎重工，富士重工，東急車両など）。以前はこれが8割（東急がメ
イ：■）・を占箏ていた。その他同業他杜の2次下請．（自動車部品）も行ってい
る。また応用分野として護岸・岸壁工事用のタイ肩ツドも生産Lている。従業
員数は40名。10年前は63名だちたが，省人化努力でここまで減らした。
　現在，最犬の間題は高齢化？人手不足である。省人化努カにも隈界がある。
鍛造業で省人化を進めるためには余分のスペースが必要となるが，これも足り
ない。また，地方に行げぽ人手があると考える向きもある淋，地方に移転する
ことば，プレスなど比較的き拙I・な仕事であれぱ成功する可能性が大きいが，
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鍛造業にとっては難しいと考えている。また，設傭の輸送コストが高いことも
同杜添地方移転を否定する根拠となっている。鍛造設備にはいくら分解しても
ワンブロック100トン以下にならない機械がある。これを輸送する道がないの
である。橋が渡れない，ガードがくぐれない，という間題がすぐ出て来る。
　また，東南アジアなどに工場を移転させることも難しい。鍛造には周辺の工
業集積が必要だからである。例えぱ，生産設備の部品の補修，金型製造，高圧
電力など総合的なサポートが必要となる。現地で工場がジャケトダウ1■したら
復旧に3ヵ月はかかり，海外生産のリスクは極めて大きい。結局，同杜のとり
得ぢ策は，この場所にとどまり，高齢化した従業員が容易に使えるように設備
を工夫していく以外にあまりないのである。
　同杜も極めて重装傭の妻備の工場ではあるが，自由鍛造を原1点とする技術力
があり，NM鉄工所に比べ6と軽い部品の製造を得意にLているため二比較的
多方面の分野への展開の可能性が残されてい私杜長も43歳と若く，機械力学
が専門で技術力向上にも熱心であるため今後も当団地肉で活力を維持すると期
待できるが，人手不足の間題がネックとたる可能性があろう。
　（3）高齢化の中の小規模経営一NB製作所，珪N製作所一
　当団地には企業規模は小規模のまま固定化ないし縮小気味で，熟練により鍛
造技術を深化しつつも，採用難で熟練工が高齢化し，今後の展闘方向を模索し
続ける工場も多い。人集めのために地方に移転する紀は企業規模が小さすぎ
る。省カ化可能な作業もほとんどない。多様な事業展開も難しい。このため優
秀な技術を持ちながらも先細り感の中で小規模経営を持続させている。　二
　NB製作所は，昭和18年，月島で海軍工廠および荏原製作所の協力工場とし
て設立された。鉄製ネジを作る工場で，主としてポルトとリベヅトを生産して
いた。戦後昭和30年代はポルトが中心で，荏原や月島機械の仕事を行ってい
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たべこの頃から，化学機械向けのためにネジの素材がS§やS　Cからステンレ
スに変化し，多様な鋼種に対する対応力を身サこっけている。
　売上高は4億円；昭和51年頃が最高で6～7億円であっ一た。同杜のイインは
直径22ミリ以上の熱聞鍛造をするボルト・ナットなξの特殊ネジである■。ただ
し一般の標準ポルトもやらないと売上が上がらないので，これを50％ほどや
っている（幸としてコソクリート用のアソカーボルトなど）。特殊ネジ帖，・原
子ヵ関係の機器用のボルトなど素材の指定がやかましいもの牟多く，多様な鋼
種を素材から選定出来て一貫生産できる点に同杜の強みがある。主要取引先は
荏原製作所，月島機械，荏原イソフィルコである。
　生産工程は・丸棒切断（素材により切断機械が異なる）→鍛造（六角q頭を
作る）→酸洗（横浜に外注）→ネジ切り（切削と転造）である。鍛造用の炉は
4っあるが，やる人が1人（経験30年の熟練労働者）しかいない。熟練を得る
ためには最低でも5年はかかる。外注は特殊ネジの切削工程で，㌔小物（10ミリ
以下）と大物（50ミリ以上）一がある。小物の外注先は近辺の大田区内に8社
て1～2人規模）あ飢犬物は江戸川に・1軒，・・千葉（銚子）に1軒ある。
　当団地には昭和μ年5月・に工業環境悪化と公害防止のために移転Lてきた。
敷地面積は尋40坪。移転直前は第ユエ場70坪，第2工場60坪であうた。入員規
模は現在と同じだった。移転箆昭和5工年頃に下請を引き取ったた珍人員規模
は一時50名ほどに拡大したが現在は25名ほどである。あと4～5名は飲しいが，
r汚れる」・「疲れる」作業とみられなかなか採れない。このため平均年齢は47
歳になっている。
吟の規穣の事業を続げるには現在の敷地では狭い。そこで，人数を減らし，
機械を滅らし・その分良い機械を入れてやっていく方針である。玄たこの設傭
を活用して他の仕事にも展開することを図っており，焼却炉の内側のY字型の
支えなどを製作している。工場団地という集積の中にいるメリヅトは大きく，
加工方法たどの工夫のヒソ■トが得られるそうである。
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　このように同杜は技術面ではかなり強みを持ち，新事業展開も図っており，
経営組織にも柔較性がある（非同族の会杜で，杜長は代々他人。株は3～4人
で持ち合っている6）。このため小規模とは言え今後急速に活力を失うとは考え
られない。しかし平均年齢47歳という高齢化現象は深刻であろう。
　KN製作所の場合も人手不足・高総化の間題は深刻である。同杜は昭和20年
代に先代（＝現杜長の父）が創業し，昭和30年に法人化された型打ち鍛造業で
ある。20年代は六郷で操業していたが，法人化時点に本蒲田4丁目に移転し
た。
　年問売上高は5億円。軸のついたシャフトタイプのものの鍛造を得意として
おり，キャタピラ三菱，日立建機，小松製作所などの建機部品の仕事が多い
（多品種小量タイプ）。素材はS　CM形焼き鋼カミー番多く，材料支給の場合と購
入の場合が半々ほどである。最近はコピーの回転部（ステソレス）が多くなり，
売上の10劣ほどをこれが占めている。得意先は80％以上が同業著である。同業
者との敢引はこの団地に入ってから多くなった。現在，同業者取引の80％（10
杜弱）がこの団地内企業である。便利だが刹幅は少ない。
　当団地には昭和μ年に移転した。移転前の敷地面積は50坪，従業員数10名で
あった籟跡地は駐章場にしてある。現在の敷地面積は220坪で従業員数は変わ
らない。移転当初は鍛造工場130坪だげであったが，その後1軒間をはiさんだ
ところに90坪確保して棒材の切断工場と倉庫にしている。移転してすぐに経営
がピンチになり回復するのに5年ほどかかった。
　同杜の規模では自動車部品などの量産ものには手が出せず，多品種小量でや
っており，型の取り替えが1日3回ほどある。作業は省カ化できず，熟練工が
必要となる。ラインは現在3つあり，これに熟練工が1人づつついてい飢年
齢は45～50歳で，彼らがやめたら終わりである。従業員全体では平均年齢は50
歳以上である。30代は1人もいない。後に続くものがいないのであ私杜長
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（54歳）も大学卒業後ずっと現場に入っており，弟（47歳）も現場にいる。金
型は糀谷に外注，熱処理外注（一部）は京浜島，切削外注（一部）は京浜島と
糀谷にある。
　このように同杜の場合，コア技術の特性上その事業展開方向が極めて限定さ
れており，規模的に地方への分工場展開も出来ない。熱練に基づく技術力があ
るため団地内での伸間敢引も多いので，当面は活力の維持は出来よう。しかし
中期的には熟練工q高齢化とともに先細りにたって行く可能性があ私
　（4）地方移転の模索一0丁鉄工一
　ブレス・板金業と同様に，鍛造業の中にも地方への工場展開を図るところが
出てきている。ただし，前者が主として加工機能拡大によるスベース拡大と人
員拡大のためであったのに対L，後者は現状維持のための人手不足対策という
意味合いが強い。0丁鉄工の場合もこれに該当しよ㌔
　同杜は，昭和14年，羽田の穴守稲荷で鍛造業とLて創業された。戦時中は14
ん15名規模で，ゼ同戦などのプレーキドラムや東芝の発電機部品などを製造し
ていた。戦後昭和21年，東芝鶴見工場から受注し工場を再開し，22年には日産
ディーゼルからトラック部品を受注しこれがメイソとなる。工場が手狭になり，
町中でもあったので，昭和跳年に相模原市下九沢に土地を購入し，39年ローリ
ソグミル主体のリングミル専門工場を達設する。ただし，羽田に住屠を持つ従
業員が多かったので全面移転は出来なかった。
　その後，既成市街地では犬型鍛造機械の導入が許可にならないこと，および
公害間題のために当団地に移転す乱昭和43年8月から工場建設に着手した。
工場の敷地面積は2ヶ所で千坪を確保した。
　売上は年間48～54億円ほどである。月産2千～2千2百トン。納入先は50劣
が日産ディーゼル太田工場（群馬県）である。ミヅツヨソのシャフトギア，足
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廻り部品，デフのギアなどである。また，東京鍛工経由でいす父のデフギアも
生産している（売上の・15％）。その次がシrムレスバイプをつなぐリング（＝ロ
ーリングミル）で売上の20劣を占めている。米国，シソガポール，北海油田な
どに直接出している。三番目がベアリングで，N　S　Kワーナーのクラッチリソ
グなどをかなりやっていたが，波が大きく最近はあまりやっていたい。
　ここでも最大の間題は人手不足である。現在羽田に70名，相模原に70名いる
が，若い人の採用はもう望めない。羽田や相模原では人の採用は難しいと考え，
平成2年の着工で白河に工場を建設する予定である。ここだと中年の人であれ
ば採用できると考えている。敷地面積2万坪，200名規模を想定している。白
河には柏模原工場を全面移転させる（相模原工場は第1工場3千800坪，第2
工場1千500坪）。現在，福島から相模原工場に10名ほど人を違れてきて教育
させている。羽田も白河での人の充足の見通Lがついたら移転させる可能性が
ある。跡地は倉庫や配送センターとして活周する意向である。
　同杜ぽ，当団地鍛造業の中では最犬手であ飢重装備の設備と優れた型鍛造
技術により，加工機能を深化させて発展してきた会杜である。わが国機械工業
の基礎部分における役割は非常に高くジ今後も活力は維持すると考えられるが，
人の間題がその鍵となろう。白河で人が確保できれぱよいが，まだ難点をクリ
アするには至っていない。いずれにせよ当団地内での生産活動は縮小の方向に
あろう。』NM鉄工所やMT鉄工所と異なり，地方展開を決意できたのは同杜の
製造晶目がトラック部品で，これらの企業よりは，サイズが小さく比較的口．ツ
トの大きいものだったことも影響Lていると恩われる。
5．おわりに
　以上見てきたように，公害問題を主たる理由にして当団地に集まってきた重
装備型企業の事業展開の現状には大きな肢行性がある。その基本的な要因とし
　1320
　　　　　　　　　　　棄京壊立地工業団地の中小機械工業　　　　　　　　　蛎
て，各企業のコア技術特性の差異を指摘した。．すなわち，プレス・板金をコア
技術とする企業は加工機能を拡大するかたちで多方面に事業展闘することが可
能である。このため，多くの企業は成長市場に対応してユテット組立1、琴らに
は製品開発の方向に進み，事業拡犬に基づくスベース不足と人員不足によ．り，
地方分工場展開を進めるζとになる。他方，鍛造をコア技術とする場合，生産
努研を固定Lて加工機能を深化させる方向が基本となる。このため人員不足に
悩みつつも当団地内での操業を継続させている。ただし，・一部の企業では人員
規模を現状維持するために，入の採れそうな地方への展開を模索する動きが見
られた。
　中小機械工業の中には，そのコア技術によっては，自杜製品開発，先端技術
導入・異業種交流・融合化などの自助努力求げでは，なかたかその活カを緯持
1しえない業種も数多く存在する。しか毛1これらは機械工業生産には欠×こ．と
のでき狂い加工機能を担っているのである。事例研究で取久上げ走鍛造業以外
でも，鋳造，メッキ，熱処理，塗装などの業種は，そのコア技術特性からIなか
なか加工機能拡木の方向で進花の方向を見いだせず，基本的に加工機熊深化g
方向に進む。その場合，工業地域では高齢化と熟練継承の困難，住工混在地域
ではこれに加えて公害などの問題が出て来る。地方ないし海外に移転するにし
ても，経営者および従業員（犬部分は高齢化している）の住屠を始めとする生
活間題，ユーザとの近鞍の必婁性（納潮，ユーザの二ニズとノ壱ハウの取得な
どの面において），移転先の受げ入れ状況（昌地方でも犬企業やハイテク産業
などしか望まれない），などにより難点は多い。
　戦後，わが国の機械工業は；消費財かち生産財に至る重でありとあらゆるア
ッヤソブリー（組立）製品を生産すること．により，成長してきた。その蕗ア
ヅセソブリー・メーカを頂点とする下請生産システムを形成してきたことで；一
部品工業（部品！一カおよび下請企業）の生産力’技術水準が飛躍的に拡大L
た。ωその中でも，加工機能を深化させて品質・コスト・納期などにおげる優
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れた技術力を身につけた中小下誇企業の存在がわが国機械工業の国際競争力を
コスト面や晶質面で支えている，と言っても過言ではない。
　羽田鉄工団地の事例はこのような機械工業の支持基盤が駿行的に弱まってい
く可能性を示唆している。いわゆる「産業の空洞化」は，’日本においては，主
要企業の海外生産によるよりも，このような支持基盤の駿行的弱体化により生
ずるのではないだろうか。下誇工業のコア技術特性をふまえた多元的かつ戦略
的な中小企業政策が望まれる。
注（1）この点については，拙稿「わが国機械工業の構造変化に関する一考察」『早稲田
　　商学』第322号，昭和62年，を参照されたい。
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